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修士論文要旨
介護保険法改正に伴う介護保険事業所の対応に関する考察
～アクションリサーチを通して～
Astudyontheactionofadayservicecenterafterenforcingrevisedlong一七ermCareinsurancelaw
TActionresearchonadayservicecenter－
瀬高
【緒言】
2006年4月に改正介護保険法が施行され、介護予防と
いう考えが重要視された。それに伴い介護保険事業所は
様々な対応に迫られた。特に、デイサービスセンターにお
いては介護予防の対象者が多かったため、介護保険法改正
（以下：法改正）への対応のために様々な取り組みが必要と
なった。そこで、本研究では法改正に伴うデイサービスセ
ンターの対応に際しての業務改善に向けた取り組みを大学
が共に行い、取り組みの問題点と改善点を検討した。
【デイサービスセンタ二一‾における介護保険法改正に伴う
対応に向けた取り組みの1事例】
法改正に伴う対応に際してのデイサービスセンター（以
下：施設）の業務改善に向けた取り組みを行うために、介護
保険事業所（以下：事業所）と4施設で構成される組織を対
象とした。4施設のうち施設Aに大学が協力し、組織が問
題と感じていることを把握し、解決に向けて計画、行動、
観察、反省を繰り返し行い、アクションリサーチを実施し
た。調査内容は、話し合いの記録、会話に基づくメモなど
の文書類とした。5月中旬の組織と大学の話し合いで、事
業所の経営者は、施設で評価が必要になったが、評価につ
いてわからないという問題を抱えていた。大学は評価とし
て測定実施の必要性を述べ、測定項目について提案した。
6月には、測定計画を提案し、測定実施に向けた研修会も
行われたが、測定実施には至らなかった。7月には、組織
の測定に関する意思を確認した上で、施設の状況を考慮に
入れた提案が必要だと考え、計画をたてた。しかし、施設
に対して測定計画を提案するが実施に至らなかった。8月
には、施設、事業所、大学で話し合い、施設の測定実施に
向けた意思を確認し、大学の協力のもと測定が実施された。
その後、大学は、測定が定期的に継続されるか観察を行っ
たが、11月末になっても実施されなかったため、インタビ
ュー調査を行うことを計画した。
【デイサービスセンターでの業務改善に向けた取り組み
の問題点と改善点】
方法：経営者、施設Aの施設長、施設職員6名、施設B
の施設長を対象としてインタビューを行った。研究Iの結
果から、『研修会』と『組織環境』が組織の取り組みを考え
る上で重要だと考えた。そこで、対象者1人1人に、組織
の取り組みを聴き、これらの概念に的を絞って深い面接を
行い、データを得た。データから、施設A，Bの取り組みの
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比較を行った〔分析I〕。また、概念に関する言葉を抽出し
た〔分析Ⅱ〕。
結果〔分析I〕：法施行前は、施設A，Bとも、経営者から
の指示がなく、何もできなかった。法施行後、4月には経
営者からの指示のもと、各施設において取り組みが行われ
た。5～6月には、介護予防に向けた取り組みを充実させ
るため、各施設に対して測定実施の指示を出した。ここま
では施設A，Bとも同様の取り組みを行った。しかし、この
辺りから各施設における取り組みに違いがみられた。施設
Aでは研究Iで示した取り組みが行われたが、漸定が継続
されなかった。一方で、施設Bは5月に介護予防に向けた
取り組みを行う意思を経営者に示した。そして、経営者は
7月から介護予防専門の部屋を設置することを決め、6月
に測定実施のための研修会を企画した。施設Bは研修会の
準備を手伝い、6月の研修会に参加した。7月から介護予
防専門に取り組みを行ったが、すぐに測定を実施すること
はできなかった。8月～10月には、段々と測定を実施でき
るようになり、11月には測定実施できる体制が整い、継続
して測定を実施している。
結果〔分析Ⅱ〕：『研修会』に関して、経営者「測定方法を
身に受けるために行った」、施設長A「計画性がなかった」、
施設長B「予防に向けた研修会だということで下に伝えた」、
施設職員A「研修会の買的は特に言われなかった」、「研修
会後、測定方法は忘れました。」『組織環境』に関して、施
設長A，B「ハタハタしていた」、「忙しかJつた」、「（測定をや
ることは）職員にとって余計な仕事が増えることになる」施
設職員A「バタバタしていた」
考察：介護保険改正に伴い、組織全体が忙しかったことが
わかった。そのような中、施設A，Bとの間で測定実施に関
する取り組みに差がみられた。この差に関しては『研修会』
が影響していることが考えられた。施設Bは自主的な意思
を持って取り組んだ。そして、経営者からの指示のもと、
目的を持って研修会を企画し、実施した。また、研修会の
成果を生かす具体的な目標も与えられた。施設Bが測定を
実施できる体制ができたのはこれらが原因だと考えられる。
まとめ：介護保険法改正に伴う組織の取り組みの際には、
職貞の「意思」をもとに、経営者の「指示」と「目標設定」
により、職員の能力を高め、生かす場を作ることが重要で
あることがわかった。
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